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11
月
28
日
、
み
つ
い
し
農
協

で
第
21
回
み
つ
い
し
牛
枝
肉
共

励
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
字

太
陽
の
庄
司
一
也
さ
ん
が
、
最

高
位
と
な
る
名
誉
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
新
冠
町
民
が
最
高
位

賞
を
受
賞
す
る
の
は
、
平
成
24

年
以
来
13
年
ぶ
り
で
す
。

　

庄
司
さ
ん
は
「
血
統
も
良
く
、

子
牛
の
頃
か
ら
大
切
に
育
て
て

き
た
。
品
質
の
良
さ
を
評
価
し

て
も
ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

第
21
回
み
つ
い
し
牛
枝
肉
共
励
会

庄
司
一
也
さ
ん
が
最
高
位
を
受
賞

ふ
る
さ
と
納
税
を
切
り
口
に

馬
産
地
振
興
へ
連
携
協
定

　

12
月
13
日
、
胆
振
・
日
高
地
方
の
５
自

治
体
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
運
営
す
る
㈱
ト
ラ
ス

ト
バ
ン
ク
が
、
馬
産
業
の
振
興
に
向
け
た

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
馬
産
地
の
特
性
を
生
か
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
展
開
や
観
光

分
野
で
の
連
携
な
ど
を
通
じ
、
馬
産
地
振

興
に
つ
な
が

る
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

締
結
式
に

出
席
し
た
山

本
町
長
は
「
広

域
的
な
連
携

を
進
め
る
た

め
の
一
つ
の

契
機
と
し
て
、

今
後
の
取
り

組
み
に
つ
な

げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
感
謝
状
伝
達
式
お
よ
び
委

嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
退
任
す
る
委
員
９

名
に
対
し
、
山
本
町
長
か
ら
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
た
ほ
か
、
12

月
か
ら
活
動
す
る
新
委
員
21
名

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
年
以
上
委
員
活
動

を
さ
れ
た
髙
瀨
敦
さ
ん
と
庄
野

照
彦
さ
ん
（
欠
席
）
に
、
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

新
冠
町
民
生
委
員
児
童
委
員

新
旧
委
員
へ
感
謝
状
伝
達
と
委
嘱
交
付

日高自動車道
新冠インターチェンジの

開通日が決まりました

　北海道開発局が整備を進めてきた高規格道路日高自動車道日高厚賀 IC

～新冠 IC 間（延長 9.1 ㎞）について、開通日が【２月 28 日 午後３時】

に決定しました。

　本路線の整備により、道内主要地域へのアクセス向上が図られるとと

もに、交流人口の拡大や観光振興、物流の効率化など、地域全体への効

果が期待されています。

　併せて、救急搬送や災害時の緊急輸送ルートを強化し「いのちの道」

としての役割も果たすことから、安全・安心な地域づくりの面において

も重要な自動車専用道路となります。

　町では、この節目を地域発展への一歩と捉え、関係機関と連携しながら、

今後のまちづくりにつなげていきます。

※開通式の様子については、次回の広報でお知らせする予定です。

開通日 令和８年２月 28 日（土）

全
国
の
舞
台
を
前
に

児
童
・
生
徒
が
町
長
を
表
敬
訪
問

　

12
月
11
日
、
冬
休
み
期
間
中

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
児
童
・
生
徒
３
名
が
、

山
本
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
訪
問
し
た
の
は
、
新
冠

小
学
校
６
年
の
畠
山
粋
月
さ
ん

と
、
新
冠
中
学
校
３
年
の
中
川

蓮
さ
ん
、
２
年
の
法
山
祐
人
さ

ん
で
す
。

　

畠
山
さ
ん
は
、
少
年
野
球
日

高
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
、
12
月
20
日
か
ら
佐
賀
県
唐

津
市
お
よ
び
玄
海
町
で
行
わ
れ

る
青
山
杯
西
日
本
友
好
学
童
軟

式
野
球
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

畠
山
さ
ん
は
、「
代
表
と
し
て

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
や
り
、
優
勝
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
と
法
山
さ
ん
は
、

新
ひ
だ
か
町
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
「
Ａ
ｒ
ｅ
ａ
ｒ
ｅ
ａ
（
ア
レ

ア
レ
ア
）
Ｆ
Ｃ
」
に
所
属
し
、

1
月
10
日
か
ら
栃
木
県
宇
都
宮

市
で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
Ｕ
―

15
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
に

２
年
連
続
で
出
場
し
ま
す
。
中

川
さ
ん
は
「
自
分
の
で
き
る
役

割
を
考
え
て
大
会
に
臨
み
た

い
」
と
話
し
、法
山
さ
ん
は
「
自

分
に
と
っ
て
初
め
て
の
全
国
大

会
。
自
分
の
力
を
発
揮
し
て

チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
」
と
そ

れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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令
和
８
年

新
冠
町
二
十
歳
を
祝
う
式
典

　

１
月
11
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル
で
「
令
和
８
年
新
冠

町
二
十
歳
を
祝
う
式
典
」
が
行
わ
れ
、
華
や
か
な
着
物
や
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
38
名
が
、
二
十
歳
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
町
長
式
辞
、
議
長
祝
辞
に
続
き
、
参
加
者
代
表
の
米
田

孝
太
さ
ん
が
町
民
憲
章
を
朗
唱
し
、
杉
山
結
美
さ
ん
が
成
人
の
誓
い

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
成
人
の
集
い
で
は
、
参
加
者
が
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
語
り
合
い
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 　

12
月
15
日
、
新
冠
町
稲
作
振

興
会
は
、
新
冠
小
学
校
と
新
冠

中
学
校
に
新
冠
産
の
新
米
「
判

官
伝
説
（
ゆ
め
ぴ
り
か
）」
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
新
米
は
２
校
合

わ
せ
て
80
キ
ロ
で
、
地
元
産
の

お
米
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

同
会
が
毎
年
続
け
て
い
る
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
で
す
。

　

新
米
は
学
校
給
食
に
使
用
さ

れ
、
児
童
生
徒
が
新
米
の
美
味

し
さ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
元
産
米
を
学
校
へ

稲
作
振
興
会
が
新
米
80
キ
ロ
寄
贈

水
防
協
力
団
体
を
認
定

町
と
企
業
が
防
災
で
連
携

　

12
月
25
日
、
役
場
会
議
室
で
新
冠
町
水

防
協
力
団
体
認
定
式
が
行
わ
れ
、
ケ
イ
セ

イ
マ
サ
キ
建
設
株
式
会
社
を
水
防
協
力
団

体
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
に
よ
る
防
災
協
力
団
体
の
認
定

は
、
胆
振
・
日
高
管
内
で
初
め
て
と
な
り

ま
す
。

　

協
力
内
容
は
、
災
害
時
に
お
け
る
土
の

う
袋
の
提
供
や
、
自
社
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
活
用
し
た
携
帯
電
話
の
充
電
支
援
の

ほ
か
、
平
時
に
は
水
防
資
機
材
の
備
蓄
や

小
中
学
校
で
の
土
の
う
制
作
体
験
な
ど
、

防
災
教
育
へ
の
協
力
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
正
木
健
太
代
表
取
締
役

は
「
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
っ
て
き
た

企
業
と
し
て
、
町
の
防
災
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
主

催
「
寄
せ
植
え
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
年
末
恒
例
の
人
気
事

業
で
、
昼
の
部
と
夜
の
部
を
合
わ

せ
て
39
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
登
録
者
で
㈲
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
新
冠
生
花
店
の
伹
野
裕
之

代
表
が
務
め
、
参
加
者
は
寄
せ

植
え
の
コ
ツ
や
豆
知
識
を
聞
き

な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

年
末
恒
例
の
寄
せ
植
え
教
室

多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
う

　

12
月
23
日
、
日
高
信
用
金
庫

（
新
保
雄
司
理
事
長
）
か
ら
、
認

定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
に
５
万

円
相
当
の
お
も
ち
ゃ
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

扇
谷
芳
憲
静
内
支
店
長
が
「
元

気
で
す
く
す
く
と
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

な
が
ら
園
児
代
表
に
寄
贈
お
も

ち
ゃ
を
手
渡
す
と
、
園
児
た
ち

は
声
を
そ
ろ
え
て
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
に

お
礼
を
し
て
い
ま
し
た
。

日
高
信
用
金
庫
が

認
定
こ
ど
も
園
に
お
も
ち
ゃ
を
寄
贈

　

12
月
19
日
、
認
定
こ
ど
も
園

ド
・
レ
・
ミ
の
園
児
が
、
東
町

生
活
館
で
お
米
の
ポ
ン
菓
子
づ

く
り
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
東
町
自
治

会
の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ
て
お

り
、
同
様
の
形
式
で
の
開
催
は

今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

園
児
は
、
ポ
ン
菓
子
が
で
き

あ
が
る
際
の
大
き
な
音
に
驚
き

な
が
ら
も
、
試
食
で
は
「
お
い

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

大
き
な
音
に
び
っ
く
り

園
児
が
ポ
ン
菓
子
づ
く
り
を
見
学

P4  広報にいかっぷ　2026.2-2026.3 広報にいかっぷ　2026.2-2026.3 P3



「二十歳を祝う式典」「式典後の小中学校訪問」
の写真は町公式フェイスブック（右ＱＲコード）
でも公開しています。

　

１
月
８
日
、
氷
川
神
社
で
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
主
催
（
山

本
政
嗣
会
長
）
の
交
通
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
推
進

委
員
や
交
通
安
全
協
会
員
な
ど

関
係
者
20
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
町
内
の
交
通
安

全
と
無
事
故
を
願
い
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
現
在
、
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
継
続
し
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
続
け
ば
、
８
月
に
継
続
２
千

日
を
迎
え
る
見
込
み
で
す
。

氷
川
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭

関
係
者
参
列
し
安
全
祈
願

　

元
日
１
月
１
日
、
氷
川
神
社

で
「
新
年
隆
盛
み
こ
し
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
厳
し
い
寒
さ
と
な
り

ま
し
た
が
、
年
越
し
の
瞬
間
に

は
境
内
に
集
ま
っ
た
参
拝
者
に

よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
年
と
と
も
に
氷
川
若
衆
会
が

担
ぐ
神
輿
が
境
内
を
練
り
歩
き
、

そ
の
動
き
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

新
冠
判
官
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太

鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
の
幕
明
け

隆
盛
み
こ
し

白
石
高
×
新
冠
中

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

１
月
８
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
札
幌
白

石
高
校
と
新
冠
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
、
観
客
約
１
５
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

札
幌
白
石
高
校
吹
奏
楽
部
は
、
約
20
年

前
か
ら
新
冠
町
で
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、

合
宿
の
成
果
発
表
と
地
域
交
流
を
目
的
に
、

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
会

を
入
場
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
宿
泊
拠
点
を
新
冠
温
泉
ホ
テ
ル

ヒ
ル
ズ
に
変
更
し
て
合
宿
を
実
施
し
、
演

奏
会
で
は
両
校
に
よ
る
単
独
演
奏
の
ほ
か
、

総
勢
90
名
に
よ
る
合
同
演
奏
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
迫
力
あ
る
音
色
が
響
き
渡
り
、

演
奏
後
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
冠
町
市
街
地
で
も

ま
と
ま
っ
た
積
雪
が
あ
り
、
認

定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
で
は
、

園
児
た
ち
が
雪
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
12
月
に
保
護

者
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
そ
り
」

を
使
い
、
レ
・
コ
ー
ド
パ
ー
ク

の
小
山
か
ら
元
気
に
滑
り
降
り

て
い
ま
し
た
。

　

何
度
も
滑
る
姿
が
見
ら
れ
、

寒
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
冬

の
遊
び
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

雪
遊
び
を
満
喫

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
外
遊
び

　

１
月
11
日
に
行
わ
れ
た
「
二
十

歳
を
祝
う
式
典
・
成
人
の
集
い
」

の
終
了
後
、
二
十
歳
を
迎
え
た

皆
さ
ん
が
町
内
の
小
中
学
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
２
年
前
に
町
内
の
小

中
学
校
が
「
二
十
歳
を
迎
え
た

卒
業
生
へ
の
お
祝
い
」
と
し
て

提
案
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

始
ま
り
、
現
在
も
二
十
歳
を
祝

う
式
典
に
合
わ
せ
て
学
校
開
放

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
新
冠
中
学
校
を
は

じ
め
、
新
冠
小
学
校
、
朝
日
小

学
校
（
現
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

朝
日
の
森
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

新
冠
小
学
校
で
は
、
当
時
６

年
生
の
担
任
で
あ
っ
た
原
田
校

長
が
出
迎
え
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
自
然
と
笑
顔
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

訪
問
し
た
皆
さ
ん
は
、
校
長

と
一
緒
に
校
内
を
見
て
回
り
な

が
ら
小
学
校
時
代
の
出
来
事
を

語
り
合
い
、
懐
か
し
い
思
い
出

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
雪
合
戦
大
会
が
開

催
さ
れ
、
10
チ
ー
ム
、
約
１
０
０

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
経
験
豊
富
な
チ
ー
ム

か
ら
初
参
加
の
メ
ン
バ
ー
ま
で
幅

広
く
集
ま
り
、
こ
の
大
会
に
出
場

す
る
た
め
に
帰
省
し
て
参
加
し
た

人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
一
球
ご
と
に
緊
張
感

の
あ
る
攻
防
が
続
き
、
上
位
チ
ー

ム
は
昭
和
新
山
で
行
わ
れ
る
本
戦

へ
の
出
場
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
雪
合
戦

白
熱
し
た
攻
防
を
展
開

　

町
商
工
会
主
催
の
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
が
、
１
月
17
日
に
本
町

多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
町
内
の
参
加
加
盟
店
で
一

定
額
以
上
の
買
い
物
を
し
た
方

を
対
象
と
し
た
恒
例
の
抽
選
会

で
、
会
場
に
は
開
始
前
か
ら
多

く
の
町
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
順
番
に
ガ
ラ
ポ
ン

を
回
し
、
運
試
し
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

新
年
の
運
試
し

町
商
工
会
が
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
を
開
催

二
十
歳
の
皆
さ
ん
が

式
典
後
に
町
内
の
小
中
学
校
を
訪
問

　

字
万
世
の
中
倉
英
夫
さ
ん
が

「
森
と
人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
優
良
賞
を
受
賞
し
、
１
月

29
日
、
役
場
で
表
彰
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
の
は
町

の
「
結
婚
の
森
」
事
業
で
記
念
造

林
し
た
森
林
で
、
良
好
に
維
持
し

た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
に
は
娘
の
久
恵
さ
ん

と
由
佳
さ
ん
が
出
席
し
、「
両
親

の
結
婚
35
周
年
の
節
目
に
受
賞

で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
森
と
人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
」

中
倉
英
夫
さ
ん
が
優
良
賞
を
受
賞
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一般会計　各財政指標の推移

６年度
全道町村平均

92.8

 7.2

16.6

６年度
管内平均

88.1

10.3

25.4

６年度

84.5

8.4

－

５年度

86.0

8.2

－

４年度

84.8

8.0

－

３年度

84.3

7.7

－

２年度

89.8

7.5

6.9

区　　分

　　経常収支比率

　　実質公債費比率

　　将来負担比率

歳出の内訳

前年比増減率

△  7.1

6.7

2.0

11.8

24.3

95.9

△  1.6

26.7

5.1

△ 99.2

1.2

△  2.2

決算額

7157 万円

12 億 8762 万円

11 億 4246 万円

５億 7515 万円

５億 2277 万円

３億 2089 万円

３億 7322 万円

２億 7453 万円

９億 3257 万円

548万円

６億 9128 万円

61 億 9754 万円

区　分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

合　計

歳入の内訳

前年比増減率

△  1.7

30.7

32.4

42.7

△  2.4

13.9

12.1

1.2

34.1

△ 50.5

10.7

1.7

17.4

△  7.3

△  1.9

決算額

７億 3908 万円

３億 5193 万円

１億 3813 万円

１億 9280 万円

１億 1168 万円

４億 8978 万円

20億 2340 万円

28億 4116 万円

４億 2933 万円

５億 2702 万円

２億 5208 万円

8419 万円

１億 9879 万円

43億 3257 万円

63億 5597 万円

区　分

町　税

繰入金

繰越金

諸収入

使用料手数料

寄附金 他

小　計

地方交付税

町　債

国庫支出金

道支出金

地方譲与税

地方消費税交付金 他

小　計

    合　計

自
主
財
源

依
存
財
源

町税の内訳

前年比増減率

△  1.7

△ 11.2

0.4

0.8

△  4.9

6.7

△  1.7

決算額

２億 7194 万円

6896 万円

３億 3423 万円

1906 万円

3177 万円

1312 万円

７億 3908 万円

税　目

個人町民税

法人町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

合　計

令
和
６
年
度　

決

算

報

告

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

が
、
令
和
７
年
12
月
９
日
か
ら
開
か
れ
た
第
４

回
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
家
計
簿
で
あ
る
令
和
６

年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
判
断
す
る
各
財
政
指
標
に

お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
の

増
減
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

継
続
し
て
効
率
的
な
財
政
運
営
を
執
り
進
め
て

き
た
結
果
、
い
ず
れ
の
財
政
指
標
も
健
全
化
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
対
応
す
る
事
業
や
、

ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
施
設
移
転
お
よ
び
旧

施
設
の
解
体
撤
去
工
事
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び

下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
令
和
６
年
度
よ
り
企

業
会
計
に
移
行
し
ま
し
た
。。

歳
入
に
つ
い
て

　

歳
入
の
決
算
額
は
、
63
億
５
５
９
７
万

円

で

前

年

度

決

算

額

と

比

較

し

て

１
億
２
１
３
７
万
円
、
１
・
９
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
税
の
収
納
率
は
、
調
定
額
に
対
し
て

99
・
３
％
（
前
年
度
99
・
５
％
）
で
、
前
年

度
と
比
較
し
、
０
・
２
％
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま

た
、

町

税

の

収

入

未

済

額

は

２
９
１
７
万
円
、
不
能
欠
損
処
分
と
し
て
整

理
し
た
も
の
は
35
万
円
で
、
こ
れ
ら
収
入
未

済
額
の
合
計
額
は
２
９
５
２
万
円
の
決
算
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３
５
４
万
円
、

10
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
61
億
９
７
５
４
万

円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
、

１
億
４
１
６
６
万
円
、
２
・
２
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

執
行
率
で
は
、
予
算
現
額
に
対
し

95
・
６
％
（
前
年
度
97
・
１
％
）
で
、

１
億
８
４
６
５
万
円
の
執
行
残
が
生
じ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
額
に
は
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
明
許
費
と
し
た
事
業
の
繰
越
額

１
億
３
３
３
７
万
円
を
含
ん
で
お
り
、
こ

れ
を
除
い
た
執
行
残
は
、
１
億
１
２
８
万

円
と
な
り
ま
す
。

　経常収支比率について、令和６年度決算では、

町税や普通交付税などの経常一般財源収入は 36

億 7183 万円、経常一般財源支出は 31 億 0411 万

円となり、経常収支比率は 84.5％（収入から臨

時財政対策債を除いた収支比率は 84.7％）とな

ります。経常収支比率を前年と比較すると 1.5 ポ

イントの減となりました。

　この状況を家計に置き換えると、給料や事業

収入で得た家計収入のうち、住宅ローン、教育

費、光熱水費など、既に決まっている支出が約

84.5％あり、残りの約 15.5％が手元に残り自由

に使えるお金ということになります。

一般会計　　　項目別内訳 （各項目の％は構成比）

町税11.6％

諸収入
3.0％

使用料
手数料
1.8％

繰越金
2.2％

繰入金5.5％

地方消費税交付金 他 3.1％

国庫支出金
 8.3％

地方譲与税1.3％

道支出金4.0％

町債
6.8％

地方交付税44.7％

自主財源
　  31.8％

依存財源68.2％

歳入
63億5597万円

議会費1.2％

総務費
20.8％

民生費18.4％

教育費15.1％

公債費
11.1％

土木費
6.0％

消防費
4.4％

災害復旧費 
0.1％

衛生費
9.3％

商工費
5.2％

農林
水産業費
8.4％

歳出
61億9754万円 寄附金 他

 7.7％

特別会計・企業会計決算
差　引

304 万円

6万円

1233 万円

33 万円

△ 455 万円

△ 5120万円

△ 5575万円

852 万円

△ 4596万円

△ 3744万円

歳　 出

８億 0297 万円

9567 万円

３億 0137 万円

５億 7658 万円

２億 7010 万円

１億 1993 万円

３億 9003 万円

１億 7857 万円

9889 万円

２億 7746 万円

歳　 入

８億 0601 万円

9573 万円

３億 1370 万円

５億 7691 万円

２億 6555 万円

6873 万円

３億 3428 万円

１億 8709 万円

5293 万円

２億 4002 万円

区　　分

国民健康保険

後期高齢者医療

介護サービス

国民健康保険
診療所

簡易水道事業
  （収益的収支）

簡易水道事業
  （資本的収支）

簡易水道事業
 　　　 （ 計 ）

下水道事業
  （収益的収支）

下水道事業
  （資本的収支）

下水道事業
 　　　 （ 計 ）

特

別

会

計

企

業

会

計

【基金残高（貯金）】

　令和６年度決算における一般会計の基金残高は 25 億 6141

万円で、令和５年度の決算残高と比べて 2165 万円減少しま

した。令和６年度については、財政調整基金の取り崩しが

多かったことから、基金残高が減少しました。

　○町民１人当たりの貯金額 51 万６千円

【地方債残高（借金）】

　令和６年度決算における一般会計地方債（元金）残高は、

47 億 6670 万円。令和５年度の決算残高と比べて２億 4827

万円減少しました。（内実質負担額 12 億 0172 万円）

　○町民１人当たりの借金額 96 万円

　　　　　　　　　 　（実質借金額 24 万２千円）

※１人当たりの貯金額・借金額は令和７年３月末人口で算出

基金残高と地方債残高
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第19 回農水新冠賞絵画コンクール・第43 回森みつ少年少女文芸賞

　農水新冠賞絵画コンクールは、第一次産業全般にわたる絵画の募集を行ったもので、認定こども園と

新冠小学校から１３９点の応募がありました。また、森みつ少年少女文芸賞は、北海道賛歌の作詞など

女性詩人として活躍した、故森みつさんの業績を讃え、町の子どもたちの文芸振興を図ろうと創設され

た賞で、新冠小学校と新冠中学校から１２６点の応募がありました。

○農水新冠賞受賞者

年長児の部　最優秀賞

　佐藤　　丞さん（ド・レ・ミ）

年長児の部　優秀賞

　髙橋　榮太さん（ド・レ・ミ）

　溝尾　律月さん（ド・レ・ミ）

小学校低学年の部　最優秀賞

　中村　真子さん（新冠小１年）

小学校低学年の部　優秀賞

　倉持　衣吹さん（新冠小１年）

　小林　瑞季さん（新冠小１年）

小学校中学年の部　最優秀賞

　京谷　美輝さん（新冠小３年）

小学校中学年の部　優秀賞

　荒牧ゆきのさん（新冠小３年）

　遠田　想音さん（新冠小３年）

小学校高学年の部　最優秀賞

　河原　桜香さん（新冠小５年）

小学校高学年の部　優秀賞

　山野　優馬さん（新冠小５年）

　原口　奈緒さん（新冠小５年）

○森みつ少年少女文芸賞受賞者

小学校低学年の部

詩　　青木　　詩さん（新冠小１年）

作文　藤原さつきさん（新冠小２年）

小学校中学年の部

詩　　岡本　宙海さん（新冠小４年）

作文　田中　　葵さん（新冠小４年）

小学校高学年の部

詩　　武井　莉乃さん（新冠小６年）

作文　蓑田　知紗さん（新冠小６年）

中学校の部

詩　　高城　匡佑さん（新冠中１年）

作文　藤髙　　輝さん（新冠中３年）

・奨励賞受賞者

小学校低学年の部

詩　　小山内唯斗さん（新冠小２年）

小学校中学年の部

作文　西村　佳子さん（新冠小４年）

小学校高学年の部

詩　　明石　舞海さん（新冠小６年）

中学校の部

作文　駒澤あかりさん（新冠中２年）

●問い合わせ先：教育委員会管理課管理グループ　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2547

　　　　　　　　教育委員会社会教育課社会教育グル―プ（図書プラザ）　　☎ 0146・45・7777

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

　現在の農業委員は令和８年７月 19 日をもって任期

満了となることから、下記のとおり農業委員を募集

します。

〇募集人数　

　11 人（うち農業者以外の方１人を含む）

〇任　期

　令和８年７月 20 日から令和 11 年７月 19 日まで

〇身　分

　新冠町の非常勤特別職（新冠町農業委員）

〇受付期間

　令和８年３月２日（月）から３月 30 日（月）まで

〇報　酬

　月額３４，３００円（会長のみ月額４２，５００円）

〇推薦および募集の方法

（１）町内全域または地域からの農業者による推薦

（２）農業者が組織する団体その他関係者からの推薦

（３）一般応募

〇申込書類

　町ホームページからダウンロードまたは農業委員

会へ問い合わせください。

※「新冠町農業委員の募集案内」にお

ける農業委員の業務および資格などの

詳細については、町ホームページ（右

ＱＲコード）でご確認ください。

●問い合わせ先：農業委員会事務局

　　　　　　　　☎ 0146・47・2472

新冠町農業委員の募集案内

【３月は自殺対策強化月間です】

　厚生労働省では、毎年３月を「自殺対策強化月間」として定め、啓発活動を行っ

ています。３月は季節や年度の移り変わりのタイミング。生活や仕事において、

自分を取り巻く環境にも大きな変化が起こりやすい時期です。おうちや学校・仕

事のことで、こころやからだに疲れが溜まらないよう気をつけましょう。

　好きなことに興味がわかなくなった、最近疲れやすいし気分が落ち込む…、な

んだか眠れない日が続く…、それはあなたのこころやからだが頑張りすぎている

サインかも。自分をゆっくりいたわる時間を持ってみる、誰かに話してみること

で、少し気持ちが変わるかもしれません。

　あなたの周りでいつもと様子の違う人がいたら…もしかすると、一人で悩んでいるのかも。ぜひ「どう

したの？」「最近眠れている？」など、声をかけてみてください。どうすれば良いのかな…と対応に困っ

たとき、対応がわからないときには、専門の相談先や窓口を紹介することもひとつの方法です。

　「こんなことで相談していいのかな…」「自分が我慢すれば…」と遠慮しないでください。小さなことに

思えたとしても、あなたやあなたの周りの人が困っている、悩んでいる、辛い思いをしているのなら、一

人で抱え込まないでください。

　電話やＳＮＳでも話ができる窓口があります。話したくないことは話さなくても、うまく話せなくても

大丈夫です。気軽に相談してください。

保健福祉課 健康推進係からのお知らせ

にいかっぷ健康通信『あなたのこころ、元気ですか？』

今回は保健師 相馬が
健康通信を書きました。

　新冠町でも、みなさんの健康に関して電話・来所や家庭訪問での相談を受けています。こころやからだ

のことなど、聞きたい・話したいことがあればお気軽にご相談ください。

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ健康推進係　 ☎ 0146・47・2113

厚生労働省特設サイト「まもろうよこころ」

相談窓口がわかりやすく紹介されています。

サイトへは右のＱＲコードの読み取り、

または「まもろうよこころ」で検索を。

まもろうよこころ
「まもろうよこころ」

ホームページＱＲ

〇応募資格

・町民またはその子弟であること

・対象校は高校、専門学校、大学、専修学校、他

・身体が健康であること

・学業が平均水準以上で性行が善良であること

・連帯保証人は２名とする

〇貸付額（無利子）

・高等学校、高等専門学校は月額５万円

・大学、短大、専修学校、各種学校は月額６万円

〇返還方法等

　貸付終了月から起算して６カ月を経過した後に

教育委員会の定める方法により、返還すること。

　卒業後、町内に就職、または家業に従事するなど、

町民として一定期間を超えて在住した場合は奨学金

の返還金の一部を免除する。

〇応募期間

　令和８年３月２日（月）から 31 日（火）まで

〇出願方法

　願書、推薦書、健康診断書、成績証明書などの必

要書類を提出してください。

●問い合わせ先：教育委員会管理課管理グループ

   　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2547

令和８年度　新冠町奨学生を募集します
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　１月 11 日、レ・コード館シアターで令和７年度新冠町教育賞・教育奨励賞表彰式が行われ、教育賞３名、

教育奨励賞７名６団体がそれぞれ受賞されました。

○新冠町教育賞

芸術文化賞

橋本　莉央さん（字東泊津）

第 27 回ショパン国際ピアノコン

クールｉｎＡＳＩＡ【地区大会】

1. 札幌 小学 1･2 年生部門 銀賞

※全国大会出場のため当日欠席

若林　樹さん（字西泊津）

第 16 回日本バッハコンクール

神戸地区大会 中学Ｂ部門 優秀賞

スポーツ賞

藤本　夕雅さん（字西泊津）

第 36 回全日本高等学校馬術選手

権大会 北海道地区大会 第３位

※強化合宿のため当日欠席

○新冠町教育奨励賞

芸術文化奨励賞

福田　剛己さん（恵庭市）

令和７年度「ひだか馬の絵コンテ

スト」日高地区 優秀賞

新冠中学校吹奏楽部

令和７年度第 70 回北海道吹奏楽

コンクール日胆地区予選 中学校

Ｃ編成の部 金賞

スポーツ奨励賞

畠山　粋月さん（字西泊津）

2025 北海道学童軟式野球都市対

抗戦 第３位

新冠ジュニアバレーボール少年団

ＪＶＡ第 45 回全日本バレーボー

ル小学生大会南北海道大会 日高

予選 優勝

法山　祐人さん（字中央町）

中川　　蓮さん（字高江）

2025 年度第 37 回全道Ｕ -15 フッ

トサル選手権大会兼ＪＦＡ第 31

回全日本Ｕ -15 フットサル選手権

大会 北海道代表決定戦　優勝

※全国大会出場のため当日欠席

中川　結愛さん（字本町）

令和７年度日高地区中学校体育大

会陸上大会　男子棒高跳 優勝

※高校受験のため当日欠席

福田　貴叶さん（字中央町）

令和７年度日高地区中学校体育大

会陸上大会 男子 800 ｍ 優勝

山口　大成さん（字中央町）

令和７年度日高地区中学校体育大

会陸上大会 男子四種競技 優勝

新冠中学校男子バレーボール部

令和７年度日高地区中学校体育大

会 バレーボール大会 優勝

新冠中学校サッカー部

令和７年度日高地区中学校体育大

会 サッカー大会 優勝

新冠中学校陸上団体

令和７年度日高地区中学校体育大

会陸上大会 団体 優勝

新冠中学校陸上男子団体

令和７年度日高地区中学校体育大

会陸上大会 男子団体 優勝

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●災害時に役立ててと

☆杉山　久美	
　　　（赤ちゃん用液体ミルク 14 本、

使い捨て哺乳ボトル４個）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆匿　名	 （20,000 円）

☆新冠ライオンズクラブ	
（クリスマスケーキ７箱、タオル 100 枚）

☆木村　千鶴子	 （古布３袋）

☆長濱　秀昭	 （タオル類２袋）

☆ボランティアグループちょぼら
	 （カット布３袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆渕瀬　義信	 （3,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆匿　名	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古切手１袋）

古布の寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなく

なったものがありましたら、直接、国

保診療所・老人ホーム恵寿荘・町社会

福祉協議会にご持参ください。

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

２

月

17 日（火） 15：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

18 日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 町民センター

24 日（火） 受付 13：00～
4・7・12 ヶ月児健康診査
1歳6ヶ月・3歳児健康診査

保健センター
３

月

１日（日） 13：00～15：30
母親学級キレイ☆ママパパ
る～む　～出産編～

４日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座

６日（金） 13：00～15：30 ５歳児相談

11 日（水） 15：00～16：30 フッ素塗布

24 日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査
1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

　令和８年４月から新冠町医療費助成対象を高校

生世代まで拡大します。対象者（現在中学３年生）

には新しい医療費受給者証を令和８年３月末まで

に送付します。また、現在高校１年生、２年生年

齢相当の方には申請書を送付しますので、役場保

健福祉課までご提出いただきますようお願いいた

します。

※�健康保険の診療対象となる医療費の自己負担相

当額を助成します。

※�高校生世代とは、18 歳の誕生日前日以後の最初

の３月 31 日までの方です。

　（学生ではない方も対象）

※�重度心身障害者医療費受給者証および、ひとり親

家庭等医療費受給者証については所得制限があり

ます。

●問い合わせ先　

　保健福祉課保健福祉グループ医療給付係
　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2113

令和８年４月から

医療費を高校生世代まで助成

役場からのお知らせ 役場からのお知らせ 

　新冠町では、物価高騰による生活支援として次

のとおり給付金事業を実施します。対象者には、

２月上旬に役場から案内文を送付していますので

給付内容についてご確認をお願いします。

○給付金について

（1）給付対象者及び給付額

　令和 7 年 12 月１日に新冠町に住所がある方が対

象で、１人あたり 18,000 円を世帯主に給付します。

（2）申請方法

　役場で振込口座を把握している世帯は申請不要

で指定する期日に給付金を振り込みます。

　また、振込口座に変更がある場合や転入などに

より役場で振込口座を把握していない世帯につい

は申請が必要となりますので、案内文に同封する

書類に必要事項を記入しご返送ください。

●問い合わせ先　

　町民生活課町民生活グループ社会係
　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2112

第２回新冠町物価高騰対応
家計応援特別給付金事業
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令
和
７
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、

２
月
16
日
（
月
）
か
ら
３
月
16
日
（
月
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
贈
与
税
の
申
告
書
の
受
付
は
、
２

月
２
日
（
月
）
か
ら
３
月
16
日
（
月
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
に
関
す
る
ご

相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
木
曜
日

の
午
前
中
に
限
り
専
門
職
員
が
リ

モ
ー
ト
（
Ｗ
ｅ
ｂ
相
談
）
で
対
応
い

た
し
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

自
宅
等
で
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
、
申
告
書
等
を
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
の
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約
に
て
お

受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
等
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
次
回
以
降
の
申
告
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う
た
め
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ほ
か
、

カ
ー
ド
発
行
時
に
設
定
し
た
パ
ス

ワ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

※
当
日
、
会
場
で
も
入
場
整
理
券
を

配
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
日
の
相

談
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
期
間　

　

２
月
16
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）

○
相
談
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
２
時

※
昨
年
か
ら
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
会
場　

　

浦
河
税
務
署

　

（
浦
河
町
大
通
５
丁
目
86
番
４
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
こ
ち
ら

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局

で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登

録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転

登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
登
録
）

　

令
和
８
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割

納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
自
動

車
税
種
別
割
住
所
変
更
手
続
』
か
ら

納
税
通
知
書
の
送
付
先
の
変
更
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
部

☎
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
０

　

令
和
８
年
５
月
か
ら
、
引
越
し
な

ど
に
よ
る
電
気
の
使
用
は
、
ほ
く
で

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
電
気
メ
ー

タ
ー
の
通
電
作
業
（
遠
隔
操
作
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
日
か
ら
電
気
を
使
用
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
、
契
約
を
希
望
す
る

電
力
会
社
へ
使
用
開
始
の
手
続
き
を

済
ま
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
電

力
会
社
か
ら
の
申
込
み
を
受
け
て
使

用
開
始
日
ま
で
に
通
電
作
業
（
遠
隔

操
作
）
を
行
い
ま
す
。
電
気
の
使
用

が
決
ま
っ
た
ら
電
力
会
社
へ
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

静
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
０
６
・
０
８
５
４

　
　

 

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
５
番
）

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

25
日
（
水
）

３
月-

２
日
（
月
）・
４
日
（
水
）

　
　
　

９
日
（
月
）・
11
日
（
水
）

　
　
　

16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）・
25
日
（
水
）

　
　
　

30
日
（
月
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 8年 1月 21日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め １ 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課 まちづくりグループ 
広報統計係 副主幹兼係長 上村 晃司 様 

 
          ℡ （0146）47－2498   
          FAX（0146）47－2600   

 
 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒059-2412 
   北海道新冠郡新冠町字節婦町 104番地 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
 
 
    ＴＥＬ 47－2009・ＦＡＸ 45-700 
          
    ［担当者］ 水口 卓也 （新冠町デイサービスセンター内） 
 

件 名 
 

2月号広報原稿について 
 

 
 ［通信覧］ 上記書類を送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 
     

いつもお世話になっております。 
遅くなり申し訳ありませんが、下記の内容でよろしくお願い致します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

毎週火曜日は、みるとのパンを使用した 
パンビュッフェを実施しています。 
また、各種お弁当・オードブルのご注文も随
時受け付けておりますので、気軽にお問合
せください。 

 
・ランチ 
（１１；００～１４：００） 
 

～お知らせ～ 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

浦
河
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

 

〒 新ひだか町静内 
旭町 1丁目 1-10 

☏ 090-7224-4867 

地元から叶える  
‶私の第一志望校〟 

小 1 高 3 

お任せください!! 
小学校入学～高校卒業まで 

詳
し
く
は 

HP 
へ 

学習塾 
N.WILL 

E q u i n e
M y o t h e r a p y
セラピスト;⽵内 真理

Tel; 080-8049-6358 ⽇⾼町富浜
Email; m.equine.myotherapy@gmail.com

⾺の整体、指圧、リラク
ゼーションセラピー
エ ク ワ イ ン

マ イ オ セ ラ ピ ー
インスタグラムからも

問合せOK�

電
気
の
ご
使
用
開
始
に
は

通
電
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す

　氏　名  住　所 電話（0146）

湯川　剛 　 本町74-10 47-3249
山口　益 　 北星町8-36 47-2598
※リストは新冠町所在事務所の行政書士です

日高郡新ひだか町静内木場町 2－3－26
菊地淳史事務所内 電話 0146-42-3806

北海道行政書士会日高支部

２月２２日は
「行政書士記念日」です

2月無料体験学習まだ間に合います！
公文式静内中央教室（幼児～高校生）
℡：090-2698-0448(大友）静内吉野町
mail:ootomo0401@docomo.ne.jp
お気軽にご見学・お問合わせください♪

新冠セレモニーハウス
葬儀一式

FAX（0146）49‐2045

新冠郡新冠町字西泊津1－6

新冠葬祭
☎ ( 0146 ) 49‐2044

24時間受付

札幌地本キャラクター

モコ

自衛隊札幌地方協力本部
　　　　　　　　静内分駐所
☎０１４６－４４－２８５５

ひだか総合法律事務所
 弁護士 原　英士 （札幌弁護士会所属）
 弁護士 原 万里子（札幌弁護士会所属）

新ひだか町静内御幸町3-1-78-2F

　0146-43-1206
～　ご遠慮なくご相談ください　～

平日10:00～18:00 (12:00～13:00を除く)

相談

予約

P14  広報にいかっぷ　2026.2-2026.3 広報にいかっぷ　2026.2-2026.3 P13



夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

今月の一冊

「女王さまの休日」古内　一絵 著／中央公論新社

大商店街の奥の奥にある夜食カフェ「マ

カン・マラン」には人生に疲れた人々が

癒しを求めて集う場所。カフェの店主で

あるシャールさんが今回は台湾旅へ向か

います。歴史も織り交ぜながら、豆花、

魯肉飯、台湾珈琲などシリーズには欠か

せないおいしいグルメに、新たな人との

出会いも…。10 周年に刊行されたシリー

ズ初の番外編。

びっくり箱のおはなし会

定例読み聞かせ（毎月第４土曜日開催）

　３月28日（土）10：30～ ※２月の開催はお休みします

赤ちゃんの絵本の読み聞かせ（毎月第４水曜日開催）

　２月25日（水）10：30～、３月25日（水）10：30～

主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

場所　図書プラザ　おはなしのへや

将 来 の 夢 は、 メ

ジャーリーガーで

す。理由は大谷選

手を超えて侍ジャ

パンに選ばれたい

からです。

畠山　粋月

　

大
正
７
年
（
一
九
一
八
）
刊
行
の
『
北
海
道
百
番
附
』

に
は
金
満
家
、
札
幌
芸
妓
、
名
所
旧
蹟
な
ど
42
項
目
が

あ
り
、
注
目
す
る
の
は
「
珍
地
名
番
附
」
で
す
。
東
西

の
前
頭
上
位
に
姉

ア
ネ
サ
リ去

村
（
日
高
）
と
去

サ
リ
ワ
ラ
ン
ベ

童
村
（
日
高
）

が
あ
り
、
新
冠
郡
の
地
名
な
の
で
す
。
町
内
で
は
姉
去

を
ア
ネ
サ
ル
（
大
富
地
区
）、
去
童
を
サ
ル
ワ
ラ
ベ
（
朝

日
地
区
）
と
呼
ぶ
旧
地
名
で
す
。
姉
去
は
朝
日
駐
在
所

付
近
の
新
冠
川
、
去
童
は
長
浜
牧
場
付
近
に
あ
る
小
沢

の
橋
梁
に
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
は
他
に
高タ

カ
エ江

村
（
高
江
～
市
街
地
～
節
婦
）、

泊ハ

ク

ツ津
村
（
東
西
泊
津
）、
万マ

ニ
ソ
ロ揃

村
（
万
世
）、
滑

ナ
メ
ワ
ッ
カ若

村

（
泉
～
若
園
）、
大オ

オ
カ
リ
ベ

狩
部
村
（
大
狩
部
～
共
栄
の
一
部
）、

葉ハ
ク
チ朽

村
（
大
狩
部
の
一
部
～
共
栄
）、
受

ウ
ケ
ゴ
イ乞

村
（
共
栄
）、

元モ
ト
カ
ン
ベ

神
部
村
（
東
川
）、
比ビ

ウ宇
村
（
美
宇
～
太
陽
～
里
平
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
由

来
す
る
も
の
で
、
漢
字
を
当
て
た
も
の
で
す
。
昭
和
29
年

（
一
九
五
四
）
３
月
に
字
名
改
正
が
行
わ
れ
、
地
名
の
大

半
は
失
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
乾 

芳
宏
）

ふ
る
さ
と
探
究 

第
19
回

『
珍
地
名
番
附
と
新
冠
』

『北海道百番附』の珍地名番附

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 将来の夢はまだ決

ま っ て い ま せ ん

が、今後もドラム

を続けていきたい

です。

番園　凪

将来の夢はまだ決

まっていませんが、

大人になっても自

分の家のお仕事を

続けていきたいと

思います。

藤澤　綺星

ぼくの将来の夢は

まだ決まっていま

せんが、どんな仕

事でも就けるよう

に勉強をがんばり

たいです。

福田　悠貴

将来の夢はまだ決

まっていませんが、

大人になったら色

んな場所に旅行に

行ってみたいです。

ボリバル トリシア

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：45～ 13：10	 新冠中学校

11：00～ 11：15	 太陽簡易郵便局

15：00～ 15：30	 新冠小学校

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

16：40～ 17：00	 町民センター前（児童館）

10：05～ 10：20	 新冠小学校

10：50～ 11：05	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：00～ 15：30	 新冠小学校

16：40～ 17：00	 認定こども園ド・レ・ミ

11：00～ 11：15	 太陽簡易郵便局

２月 13 日

19 日

25 日

３月５日

11 日

12 日

新着ガイド
Copilot ビジネス活用術	 橋本 和則

科学的に証明されたすごい習慣大百科	 堀田 秀吾

田中陽希日記	 田中 陽希

ひとめでわかる !はじめての手話	 中村 直子

かんたん薬膳 	 瀧本 靖子

子どもの「イヤイヤ期」を楽しむ本	 池田 千恵

宇宙開発の歴史	 川口 淳一郎

60 分でわかる !特定商取引法超入門	 村上 嘉奈子

今と未来がわかる農業	 堀田 和彦

オグリキャップ	 江面 弘也

シルバー川柳 きらめく昭和編	 みやぎシルバーネット

一冊でつかむ三国志	 渡邉 義浩

イクサガミ　神	 今村 翔吾著

この声が届くまで	 上田 竜也

情熱	 桜木 紫乃

青の純度	 篠田　節子

災疫の季節	 中山 七里

暁星	 湊 かなえ

小泉八雲のこわい話	 小泉 八雲

　図書プラザでは所蔵資料の点検、整理作業を下記の期間で実施いたします。休館中は

ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

休館期間：３月 16 日（月）～３月 20 日（金・祝）

　※本や雑誌は、レ・コード館正面入口の返却ポストで返却ができます。

　※�ＤＶＤ・ＣＤなどの壊れやすい資料は、開館してからカウンターへ直接返却をお願

いいたします。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

蔵書点検などによる休館のお知らせ

図書プラザＨＰ

※状況により運行が変更・中止となる場合があります
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～救うのは　一番近くの　あなたの手～
○呼吸や心臓が止まったら…心肺蘇生・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
○のどにものが詰まったら…気道異物の除去
○ケガや病気におそわれたら…応急手当
気軽に講習会を受講しましょう！まずは消防へ連絡 → 47-2666
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　消防署新冠支署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
８
年
２
月
13
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
８
年
２
月
・
３
月
号（
通
巻
707
号
）

人の

うごき

人　口	 4,942 人	 （前月比	 △	 １人）

　男	 2,505 人	 （前月比	 ＋	 ６人）

　女	 2,437 人	 （前月比	 △	 ７人）

世 帯	 2,808 世帯	 （前月比	 ±	 ０世帯）
（令和８年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

２件（ １件）

16件（18件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０件（０件）

６人（９人）

救急件数

 40件（ 36件）

303件（310件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（１件）

４件（４件）

発生件数

０件（０件）

５件（６件）

区　分

１月

７年１～12 月

区　分

１月

７年１～12 月

戸  籍  の  窓

　

第
八
十
六
話

　

　「
判
官
館
の
タ
ブ
蔵
じ
い
さ
ん

（
歴
史
と
伝
説
）」

（
要
約
文
）

　

新
冠
川
の
河
口
に
「
判
官
館
」
と
呼
ば
れ
る
建

物
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
松
前
藩
時
代
の
代
官

が
巡
視
す
る
た
め
の
宿
が
あ
っ
た
。
こ
の
館
（
や

か
た
）
に
は
、
錠
を
か
け
て
大
切
に
し
て
い
る
代

官
様
の
寝
室
が
あ
る
。
大
切
な
場
所
で
あ
る
た
め
、

タ
ブ
蔵
じ
い
さ
ん
と
い
う
番
人
を
置
い
て
厳
重
に

し
て
い
た
。

　

若
者
で
あ
る
良
作
は
、
こ
の
寝
室
を
一
目
見
た

い
も
の
だ
と
好
奇
心
に
か
ら
れ
た
。
彼
は
上
等
な

ド
ブ
ロ
ク
を
持
参
し
て
爺
さ
ん
の
機
嫌
を
と
る
こ

と
に
し
た
。
口
に
自
信
が
あ
っ
た
良
作
は
、
興
味

を
引
く
話
を
重
ね
て
爺
さ
ん
の
心
を
ほ
ぐ
し
て

い
っ
た
。
す
る
と
、
と
う
と
う
心
を
許
し
て
寝
室

の
錠
前
を
開
け
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
、
薄
暗
い
室
内
に
は
カ
ビ
の
匂
い
が
立

ち
込
め
て
い
て
、
陰
気
く
さ
い
こ
と
こ
の
上
な
か
っ

た
。
一
見
し
て
ぜ
い
た
く
品
と
思
わ
れ
る
調
度
品

が
昔
の
ま
ま
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
ず
っ
と
開
け

て
い
な
か
っ
た
た
め
か
室
内
の
湿
気
と
雨
も
り
で

見
る
も
無
惨
な
有
さ
ま
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
そ

れ
は
、
豪
華
な
牡
丹
が
色
あ
せ
て
し
お
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
物
哀
れ
を
感
じ
さ
せ
た
。
彼
の
好
奇
心

は
こ
れ
で
す
っ
か
り
ペ
シ
ャ
ン
コ
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

番
人
の
タ
ブ
蔵
爺
さ
ん
は
、
こ
の
荒
廃
た
る
有

り
様
に
た
い
そ
う
驚
く
と
と
も
に
、
涙
を
流
し
て

悲
し
ん
だ
。
年
に
一
度
の
虫
干
し
に
建
物
を
開
け

る
以
外
は
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
荒

れ
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
良
作
が
ひ
ど
く
落
ち
込
ん

だ
タ
ブ
蔵
爺
さ
ん
を
な
ぐ
さ
め
る
の
に
骨
を
折
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
代
官
時
代
を
な
つ
か
し
が
っ

て
愚
痴
を
並
べ
る
タ
ブ
蔵
爺
さ
ん
は
、
ミ
イ
ラ
の

番
を
し
な
が
ら
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
な
る
話
だ
と
、

良
作
は
い
た
く
同
情
し
た
の
だ
っ
た
。

〇�
判
官
館
に
は
江
戸
時
代
の
会
所
が
あ
っ
た
。
そ

の
本
陣
は
豪
華
な
建
築
で
あ
っ
た
。
良
作
は
、

明
治
時
代
に
砂
金
掘
り
の
た
め
新
冠
に
入
っ
た

者
で
、
爺
さ
ん
が
言
う
代
官
時
代
と
い
う
の
は

江
戸
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

会所の館があったという判官館に
面した海岸の風景

12 月６日～１月 20 日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

田 口 　 天
てんよう

陽	（伸也	 綾香 )	 北星町

細 川 　 笑
え ま

希	（秀一	 映里香)	 西泊津

●おくやみ申し上げます

中倉　晴一	 　８１歳	 東　町

三浦　　聖	 　６８歳	 緑　丘

上田　義信	 　９６歳	 本　町

袴田千惠子	 　７９歳	 中央町

工藤　和己	 　８３歳	 北星町

渕瀨　正子	 　８２歳	 東　町

渕瀨　久子	 　８３歳	 本　町

小笠原静江	 　９６歳	 共　栄

●お問い合わせ先
町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

パ パ　　　 マ マ


